
は
じ
め
に

二
世
並
木
正
三
が
著
し
た
『
戯
財
録
』
に
、

い
よ

く
狂
言
委
し
く
な
り
、
作
者
と
い
ふ
も
の
外
に
定
り
て
、
此
謂
に
て

役
者
の
中
に
も
少
々
づ
ゝ
狂
言
筋
立
し
て
、
作
者
に
仕
組
せ
し
を
、
役
者
が

狂
言
書
た
り
と
い
ふ
も
の
多
し
。（『
戯
財
録

（
注
１
）

』）

と
あ
る
。
役
者
が
作
者
を
兼
ね
た
、
兼
業
作
者
の
時
代
を
経
て
、
狂
言
が
複

雑
に
な
っ
て
い
く
と
、
役
者
で
な
い
、
専
業
の
作
者
が
生
ま
れ
た
。「
狂
言
筋
立

し
て
作
者
に
仕
組
せ
し
」
と
あ
る
が
、
役
者
が
書
い
た
部
分
的
な
場
面
を
組
み

合
わ
せ
て
一
つ
に
す
る
こ
と
が
、「
仕
組
む
」
で
あ
り
、
そ
れ
を
作
者
が
担
っ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
役
者
の
希
望
、
も
し
く
は
興
行
側
の
要
望
に
答
え
、
そ

れ
ぞ
れ
か
ら
出
さ
れ
る
断
片
的
な
要
素
を
集
約
し
、
狂
言
の
筋
を
立
て
る
こ
と

が
、
役
者
で
な
い
専
業
作
者
た
ち
の
務
め
の
一
つ
で
あ
っ
た
の
だ
と
い
え
る
。

四
世
鶴
屋
南
北
は
、
化
政
期
の
江
戸
に
活
躍
の
場
を
お
い
た
狂
言
作
者
で

あ
る
。
同
じ
く
狂
言
作
者
の
西
沢
一
鳳
軒
は
『
伝
奇
作
書
』
に
お
い
て
、
南
北

を
次
の
よ
う
に
評
し
て
い
る
。

此
人
肚
裏
に
一
字
の
文
学
な
け
れ
ど
狂
言
に
一
流
あ
つ
て
入
組
た
る
出
し
物

な
れ
ど
筋
か
ら
み
合
て
新
ら
し
く
こ
れ
を
気
世
話
と
称
へ
て
其
頃
の
人
気
に

叶
ふ
。（『
伝
奇
作
書
』
初
編
中
の
巻

（
注
２
）

）

一
鳳
が
「
入
組
た
る
出
し
物
」
と
い
う
よ
う
に
、
南
北
作
品
の
劇
構
造
は
、

「
綯
交
ぜ
」「
書
き
替
え
」
な
ど
、
先
行
作
の
利
用
に
よ
っ
て
新
た
な
局
面
を
仕

立
て
る
手
法
を
巧
み
に
用
い
て
お
り
、
筋
、
趣
向
、
見
せ
場
が
入
り
混
じ
り
な

が
ら
展
開
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
「
気
世
話
」
と
評
さ
れ
る
よ
う
に
南
北
の
生

き
た
時
代
に
呼
応
す
る
「
新
し
さ
」
が
あ
る
と
い
う
。

南
北
作
品
の
「
新
し
さ
」
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
郡
司
正
勝
氏

（
注
３
）

は
、
南
北
以
前
の
方
法
と
区
別
し
て
、「
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
法
」
の
発
見
で
あ
る
と

説
い
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
文
化
五
年
〈
一
八
〇
八
〉
六
月
に
出
さ
れ
た
「
彩
入
御
伽
草
」

は
天
竺
徳
兵
衛
の
世
界
に
木
幡
小
平
次
と
播
州
皿
屋
敷
の
筋
を
混
ぜ
た
も
の
で
、

絵
本
番
付
で
場
立
を
確
認
す
る
と
、
一
番
目
発
端
、
三
建
目
、
六
建
目
、
大
詰

に
天
竺
徳
兵
衛
の
筋
を
あ
て
、
四
建
目
・
五
建
目
は
、
初
日
に
小
平
次
、
後
日
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に
皿
屋
敷
の
筋
と
交
互
に
二
日
が
か
り
で
上
演
し
た
。
さ
ら
に
、
二
番
目
に
は

お
妻
八
郎
兵
衛
の
筋
を
別
の
名
題
で
独
立
さ
せ
ず

（
注
４
）

、
一
番
目
の
名
題
の
ま
ま
上

演
し
て
い
る
。
鵜
飼
伴
子
氏

（
注
５
）

は
本
作
の
趣
向
に
つ
い
て
、
南
北
の
先
行
作
で
あ

る
『
天
竺
徳
兵
衛
韓
噺

（
注
６
）

』
と
『
波
枕
韓
聞
書

（
注
７
）

』
で
演
じ
ら
れ
た
五
百
機
幽
霊
の
件

を
削
り
、
別
の
怪
談
に
置
き
換
え
て
「
天
竺
徳
兵
衛
」
の
筋
に
綯
い
交
ぜ
た
と

こ
ろ
に
新
機
軸
が
あ
っ
た
と
評
価
し
て
い
る
。
異
な
る
世
話
物
の
場
面
を
天
竺

徳
兵
衛
の
世
界
で
統
一
さ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
を
有
機
的
に
結
び
つ
け
た
の
で
あ
る
。

そ
の
手
法
を
郡
司
氏
は
「
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
法
」
と
呼
ん
だ
の
で
あ
る
。

郡
司
氏
は
、「
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
法
」
が
「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」
に
お
岩
の
世
界

を
組
み
入
れ
た
代
表
作
「
東
海
道
四
谷
怪
談
」
で
も
発
揮
さ
れ
て
い
る
と
述
べ

る
。「
忠
臣
蔵
」
の
別
筋
と
し
て
描
か
れ
る
お
岩
の
世
界
は
、
当
時
の
庶
民
の
リ

ア
リ
ズ
ム
を
具
現
化
し
た
「
生
世
話
」
で
あ
る
が
、
断
片
的
に
「
忠
臣
蔵
」
と

結
び
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
虚
構
性
が
加
わ
り
、
戯
曲
へ
と
昇
華
さ
れ
る
。
と
同

時
に
、「
忠
臣
蔵
」
の
裏
側
と
し
て
描
か
れ
る
世
話
の
世
界
が
、
庶
民
の
リ
ア
リ

ズ
ム
を
よ
り
い
っ
そ
う
深
化
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
異
質
な
場
面
が
、
意
識

の
上
で
重
ね
ら
れ
る
こ
と
で
新
た
な
イ
メ
ー
ジ
を
生
む
、
そ
こ
に
、
綯
交
ぜ
の

効
果
が
あ
る
と
南
北
は
企
図
し
た
の
で
は
な
い
か
。

専
業
作
者
の
出
現
に
よ
っ
て
「
綯
交
ぜ
」
な
ど
よ
り
複
雑
な
場
面
の
組
み
合

わ
せ
に
よ
っ
て
狂
言
を
仕
組
む
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
そ
の
組
み
合
わ
せ
方

が
際
だ
っ
て
新
し
か
っ
た
の
が
南
北
で
あ
っ
た
。
郡
司
氏
が
「
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ

法
」
と
呼
ぶ
の
は
そ
の
よ
う
に
、
バ
ラ
バ
ラ
と
分
断
し
て
い
る
場
面
を
そ
れ
ぞ

れ
の
持
ち
味
を
活
か
し
な
が
ら
結
束
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
あ
り
、
い
わ
ば
「
編

集
」
の
巧
み
さ
が
南
北
の
手
腕
の
一
つ
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

一
、

前
述
の
「
彩
入
御
伽
草
」
は
八
十
日
続
く
大
入
を
と
り
、
評
判
と
な
っ
た
。

そ
の
翌
年
の
文
化
六
年
〈
一
八
〇
九
〉
も
、
南
北
は
同
じ
市
村
座

（
注
８
）

に
出
勤
し
た
。

「
彩
入
御
伽
草
」
で
小
平
次
を
演
じ
た
初
代
尾
上
松
助
、
八
郎
兵
衛
を
演
じ
た
初

代
尾
上
栄
三
郎
の
他
、
五
代
目
松
本
幸
四
郎
、
五
代
目
岩
井
半
四
郎
、
初
代
沢

村
源
之
助
、
七
代
目
市
川
団
十
郎
も
引
き
続
き
市
村
座
に
残
り
、
上
方
か
ら
下

っ
た
二
代
目
沢
村
田
之
助
が
加
わ
っ
た
。
だ
が
、
そ
の
年
の
元
旦
に
日
本
橋
で

出
火
し
た
火
事
は
、
中
村
座
、
市
村
座
に
も
及
び
、
両
座
の
正
月
興
行
は
中
止

と
な
っ
た
。
四
月
に
な
っ
て
、
よ
う
や
く
上
演
さ
れ
た
の
が
「
霊
験
曽
我
籬
」

で
あ
る
。
立
作
者
は
南
北
で
あ
る
が
、
そ
の
と
き
は
ま
だ
勝
俵
蔵
と
名
乗
っ
て

い
た
。

「
霊
験
曽
我
籬
」
は
亀
山
の
仇
討
に
白
井
権
八
の
筋
を
綯
い
交
ぜ
た
も
の
で
あ

る
。
そ
の
点
に
お
い
て
、
森
山
重
雄
氏

（
注
９
）

は
、
天
明
八
年
〈
一
七
八
八
〉
初
演
で

南
北
の
師
で
あ
っ
た
初
代
桜
田
治
助
が
立
作
者
を
つ
と
め
た
「
傾
城
吾
妻
鑑

（
注
10
）

」
が
、

同
じ
く
亀
山
と
権
八
の
筋
と
を
綯
い
交
ぜ
た
も
の
で
あ
り
、
両
作
の
関
連
か
ら

「
霊
験
曽
我
籬
」
は
「
傾
城
吾
妻
鑑
」
の
書
き
替
え
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

三
浦
広
子
氏

（
注
11
）

は
、
治
助
の
「
傾
城
吾
妻
鑑
」
と
南
北
の
「
霊
験
曽
我
籬
」
の
劇

構
造
を
比
較
し
、「
傾
城
吾
妻
鑑
」
は
亀
山
、
権
八
の
両
筋
が
絡
み
合
っ
て
展
開

す
る
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
る
一
方
、「
霊
験
曽
我
籬
」
二
つ
の
筋
が
交
互
に
独
立

し
て
進
行
す
る
、
と
指
摘
し
て
い
る
。
三
浦
氏
の
指
摘
は
、
役
者
の
役
割
か
ら

も
裏
付
け
ら
れ
る
。「
傾
城
吾
妻
鑑
」
で
は
、
源
之
丞
の
敵
は
、
寺
西
閑
心
（
権

八
）
実
は
赤
堀
源
吾
（
亀
山
）
で
あ
り
、
一
貫
し
て
敵
は
、
閑
心
、
源
吾
役
を

を
演
じ
る
坂
田
半
五
郎
で
あ
る
。
権
八
と
対
に
な
る
小
紫
も
、
実
は
源
之
丞
妹

八
重
梅
で
あ
る
こ
と
で
、
二
つ
の
筋
が
繋
が
る
。
亀
山
も
の
、
権
八
も
の
双
方

の
筋
を
綯
交
ぜ
る
橋
渡
し
を
「
実
は
…
」
と
い
う
役
割
の
結
び
つ
き
が
支
え
て

い
る
の
で
あ
る
。
一
方
、「
霊
験
曽
我
籬
」
は
亀
山
・
権
八
の
筋
が
分
断
さ
れ
て

お
り
、
実
は
…
で
両
筋
の
役
割
が
交
わ
る
こ
と
は
な
い
。

さ
ら
に
、「
霊
験
曽
我
籬
」
で
は
た
と
え
同
じ
世
界
の
筋
で
あ
っ
て
も
、
幕
ご

と
の
連
続
性
を
そ
れ
ほ
ど
重
要
視
し
て
い
な
い
。
詳
し
く
は
後
述
す
る
が
、
そ
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れ
ぞ
れ
独
立
し
た
見
せ
場
が
組
み
合
わ
さ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
と

い
え
る
の
で
あ
る
。
前
章
で
南
北
の
「
編
集
」
の
力
に
つ
い
て
触
れ
た
が
、
バ

ラ
バ
ラ
の
場
面
も
し
く
は
見
せ
場
を
繋
げ
て
筋
を
一
本
化
し
て
い
く
作
者
の
視

点
が
「
霊
験
曽
我
籬
」
で
は
ど
の
よ
う
に
機
能
し
て
い
る
の
か
、
も
う
一
度
全

体
を
通
し
て
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
で
は
ま
ず
台
帳

（
注
12
）

の
流
れ
に
沿
っ
て

作
品
の
全
体
構
造
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。

（
１
）
序
幕
・
二
幕
目

横
領
を
企
て
る
助
太
夫
（
松
助
）
を
討
つ
権
八
（
半
四
郎
）
と
、
石
井
右
内

（
市
川
文
三
郎
）
を
討
つ
水
右
衛
門
（
幸
四
郎
）
の
二
つ
の
殺
し
の
場
面
が
対
称

的
に
演
じ
ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
後
の
場
面
で
は
、
権
八
は
九
幕
目
で
自
害
し
、

水
右
衛
門
は
大
切
で
石
井
右
内
の
子
源
之
丞
、
八
重
梅
兄
弟
に
討
た
れ
る
と
い

う
よ
う
に
別
々
の
決
着
を
み
せ
る
。
す
で
に
発
端
の
と
こ
ろ
で
、
助
太
夫
殺
し

の
罪
で
追
わ
れ
る
権
八
の
筋
と
、
父
親
を
水
右
衛
門
に
討
た
れ
た
、
源
之
丞
、

八
重
梅
の
仇
討
の
筋
（
亀
山
の
仇
討
）
が
双
方
分
か
れ
て
進
行
す
る
こ
と
を
示

唆
す
る
展
開
と
な
っ
て
い
る
。

（
２
）
三
幕
目
「
鈴
ヶ
森
の
場
」

権
八
も
の
の
筋
の
み
で
展
開
す
る
三
幕
目
鈴
ヶ
森
は
五
代
目
岩
井
半
四
郎
演

じ
る
権
八
と
、
長
兵
衛
に
扮
す
る
五
代
目
松
本
幸
四
郎
の
対
面
が
見
せ
場
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
場
面
の
先
行
作
と
の
関
わ
り
、
四
代
目
幸
四
郎
の
時
代
か
ら

五
代
目
に
到
る
ま
で
の
上
演
の
経
緯
な
ど
は
次
章
に
譲
り
た
い
。
五
代
目
半
四

郎
と
五
代
目
幸
四
郎
の
権
八
・
長
兵
衛
の
組
み
合
わ
せ
は
こ
の
時
が
初
演
で
あ

り
、
半
四
郎
の
権
八
は
初
役

（
注
13
）

で
あ
っ
た
。「
霊
験
曽
我
籬
」
以
降
、
本
作
の
筋
が

決
定
版
と
し
て
後
に
継
承
さ
れ
る
に
到
っ
て
お
り
、
幸
四
郎
の
長
兵
衛
、
半
四

郎
の
権
八
で
何
度
も
再
演

（
注
14
）

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

（
３
）
四
幕
目
「
上
瑠
璃
の
場
・
対
面
の
場
」

四
幕
目
に
は
浄
瑠
璃
「
元
為
見
花
所
領
椎
」
の
あ
と
、
吉
例
の
曽
我
対
面
が

挿
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
で
は
七
代
目
団
十
郎
が
初
役
で
祐
経
を
務
め
た
。

文
化
六
年
は
、
祖
父
五
代
目
団
十
郎
の
三
回
忌
に
あ
た
り
、
祐
経
役
の
七
代
目

が
五
代
目
の
似
顔
絵
を
掲
げ
〔
図
１
〕、
絵
へ
む
か
っ
て
香
を
手
向
け
る
と
い
う

演
出
が
あ
っ
た
。
五
代
目
追
善
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
あ
わ
せ
て
七
代
目
の
祐
経
を
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初
役
で
あ
て
る
と
い
う
こ
と
が
要
望
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
４
）
五
〜
七
幕
目
・
嫁
切
、
非
人
の
仇
討
の
挿
入

続
く
五
幕
目
、
六
幕
目
に
は
、
石
井
家
に
奉
公
し
て
い
た
田
辺
文
蔵
（
源
之

助
）
が
嫁
お
つ
ま
（
田
之
助
）
の
首
を
討
ち
、
水
右
衛
門
の
一
味
で
あ
る
沼
五

郎
等
を
討
つ
「
嫁
切
り
」
の
場
面
が
あ
る
。「
嫁
切
り
」
は
享
和
三
年
〈
一
八
〇

三
〉
大
坂
大
西
座
で
増
補
さ
れ
た
「
絵
本
忠
臣
蔵
」
の
嫁
切
の
場
面
の
書
き
替

え
で
あ
り
、
江
戸
で
の
嫁
切
の
初
演
が
本
作
で
あ
っ
た
と
の
指
摘

（
注
15
）

が
す
で
に
あ

る
。
新
妻
が
輪
姦
さ
れ
、
夫
に
首
討
た
れ
る
と
い
う
場
面
が
印
象
的
で
あ
る
が
、

南
北
は
「
絵
本
忠
臣
蔵
」
の
場
面
を
、
登
場
人
物
の
役
名
を
変
え
て
そ
の
ま
ま

組
み
入
れ
て
い
る
。
ま
た
、
源
之
助
演
じ
る
田
辺
文
蔵
の
出
番
は
大
切
ま
で
な

く
、
石
井
家
に
縁
の
あ
る
人
物
と
し
て
お
き
な
が
ら
、
そ
の
後
の
展
開
に
は
積

極
的
に
関
わ
っ
て
こ
な
い
。
本
編
の
石
井
一
家
仇
討
ち
の
別
筋
と
し
て
挿
入
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

続
い
て
南
北
は
次
の
七
幕
目
で
も
別
狂
言
の
見
せ
場
を
本
作
の
登
場
人
物
に

あ
て
は
め
、
組
み
入
れ
る
と
い
う
手
法
を
み
せ
る
。
七
幕
目
は
権
八
も
の
の
筋

で
、
前
半
井
筒
屋
の
場
で
は
小
紫
（
田
之
助
）
の
愛
想
つ
か
し
に
な
る
。
返
し

大
音
寺
の
場
で
は
、
非
人
に
身
を
や
つ
し
て
い
た
本
庄
助
市
（
源
之
助
）
が
竹

杖
へ
仕
込
ん
で
い
た
刀
を
み
て
、
寺
西
閑
心
（
栄
三
郎
）
は
鎌
倉
方
が
尋
ね
る

蛙
丸
だ
と
見
破
り
詮
議
す
る
。
助
市
の
瘧
病
に
一
旦
見
逃
し
て
や
っ
た
閑
心
だ

っ
た
が
、
そ
の
後
再
び
非
人
小
屋
を
訪
れ
、
助
市
を
闇
討
ち
に
し
よ
う
と
企
む
。

そ
こ
に
、
閑
心
を
狙
う
権
八
（
半
四
郎
）
が
、
小
紫
の
羽
織
を
着
た
助
市
を
閑

心
と
誤
り
、
暗
が
り
に
て
助
市
は
権
八
に
討
た
れ
、
蛙
丸
は
閑
心
の
手
に
落
ち

る
。
後
半
、
大
音
寺
の
前
の
場
面
は
、
台
帳
の
ト
書
き
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ

れ
る
。本

舞
台
三
間
の
間
、
二
重
ぶ
た
い
、
む
か
ふ
黒
ま
く
、
土
手
の
け
こ
み
、
こ

の
う
へ
に
蒲
ぼ
こ
の
非
人
小
屋
あ
り
、
う
し
ろ
一
め
ん
藪
だ
ゝ
み
、
よ
き
所

に
石
塔
あ
り
、
舞
台
ま
へ
に
な
が
れ
有
り
。
道
具
留
る
。

ト
あ
め
、
時
の
鐘
に
て
、
向
ふ
よ
り
五
郎
作
、
い
ぜ
ん
の
竹
づ
へ
を
持
出
て

く
る
。
す
ぐ
に
本
舞
台
へ
く
る
。

以
上
の
舞
台
設
定
を
み
た
と
き
、
こ
の
場
面
が
「
ズ
ン
と
よ
う
切
れ
ま
す
」

の
台
詞
で
知
ら
れ
る
「
織
合
襤
褸
錦
」（
非
人
敵
討
）
の
大
案
寺
堤
の
場
面
の
書

き
替
え
で
あ
る
こ
と
に
気
付
く
。「
織
合
襤
褸
錦
」
で
は
青
江
下
坂
二
つ
胴
を
竹

杖
に
隠
し
、
非
人
に
身
を
や
つ
し
た
春
藤
次
郎
右
衛
門
が
敵
討
の
本
望
を
遂
げ

る
ま
で
を
描
く
が
、
蒲
鉾
型
の
非
人
小
屋
の
舞
台
設
定
、
非
人
の
瘧
病
に
一
度

は
見
逃
さ
れ
る
が
再
び
闇
討
に
あ
う
と
い
う
筋
が
共
通
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

竹
杖
に
刀
を
隠
す
様
子
を
さ
し
て
台
帳
に
は
「
青
井
下
坂
と
い
ふ
や
う
な
事
か
。

ハ
テ
ナ
ア
。」
と
あ
り
、「
非
人
敵
討
」
を
下
敷
き
に
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
。
五
幕
目
、
六
幕
目
に
「
嫁
切
り
」
が
組
み
込
ま
れ
て
い
た
の
と
同
様
、

「
非
人
敵
討
」
を
、
源
之
助
、
栄
三
郎
の
見
せ
場
に
仕
立
て
、
権
八
小
紫
の
筋
と

か
ら
ま
せ
て
い
る
。
以
上
の
場
面
で
、
特
に
主
立
っ
た
役
を
演
じ
て
い
る
の
は
、

六
幕
目
で
文
蔵
、
七
幕
目
で
助
市
を
演
じ
る
初
代
沢
村
源
之
助
で
あ
る
。
他
の

幕
に
は
そ
れ
ほ
ど
出
番
は
な
く
、
見
せ
場
が
こ
の
三
幕
に
集
中
し
て
い
る
。

こ
こ
で
一
度
、
五
代
目
半
四
郎
を
め
ぐ
る
本
興
行
の
上
演
状
況
を
整
理
し
て

お
き
た
い
。
関
連
す
る
上
演
資
料
は
合
わ
せ
て
五
種
あ
る
。
ま
ず
、
四
月
五
日

の
日
付
を
も
つ
役
割
番
付
が
あ
る
。
そ
れ
を
み
る
と
、
序
幕
か
ら
、
大
切
敵
討

の
場
ま
で
の
す
べ
て
の
役
人
替
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
五
日
の
日
付

が
記
載
さ
れ
る
辻
番
付
に
は
吉
例
曽
我
の
四
幕
目
と
六
幕
目
、
七
幕
目
、
そ
し

て
八
幕
目
の
場
が
描
か
れ
て
お
り
、
役
人
替
名
も
役
割
番
付
と
ほ
ぼ
同
一
で
あ

る
。
役
割
・
辻
番
付
を
み
る
と
、
四
月
の
初
日
以
前
に
す
で
に
大
切
ま
で
の
構

想
は
で
き
て
い
た
に
違
い
な
い
と
わ
か
る
が
、
日
本
大
学
所
蔵
の
絵
本
番
付
に

は
七
幕
目
ま
で
し
か
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
絵
本
番
付
に
は
朱
筆
の
書
入

れ
が
あ
り
、「
四
月
下
旬
よ
り
半
四
郎
病
気
に
て
引
込
　
初
め
岩
井
春
之
助
後
に
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団
十
郎
代
ル
　
代
り
中
も
大
入

く
」「
五
月
五
日
よ
り
半
四
郎
出
勤
上
る
り
を

抜
い
て
山
谷
堀
よ
り
仇
討
ま
で
三
幕
だ
す
い
づ
れ
も
大
出
来
　
六
月
二
日
千
秋

楽
」
と
上
演
状
況
を
克
明
に
述
べ
て
い
る
。
確
か
に
、
も
う
一
種
五
日
の
日
付

を
も
つ
追
番
付
が
存
在
し
て
お
り
、
そ
れ
に
は
、
半
四
郎
の
病
が
全
快
し
た
こ

と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
二
番
目
新
狂
言
三
幕
と
し
て
八
幕
目
〜
九
幕
目
が
出
る
こ

と
を
知
ら
せ
て
い
る
。
絵
本
番
付
も
も
う
一
種
あ
り
、
抱
谷
文
庫
旧
蔵
の
絵
本

番
付
は
、
序
幕
か
ら
大
切
ま
で
を
す
べ
て
載
せ
て
い
る
。
以
上
の
上
演
資
料
か

ら
、「
霊
験
曽
我
籬
」
は
四
月
五
日
に
初
日
を
迎
え
た
が
、
そ
の
時
で
た
の
は
序

幕
か
ら
七
幕
目
ま
で
で
あ
り
、
後
、
五
月
五
日
よ
り
八
幕
目
〜
九
幕
目
を
出
し
、

六
月
二
日
ま
で
の
興
行
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

初
日
が
あ
け
る
以
前
よ
り
、
お
そ
ら
く
半
四
郎
の
体
調
は
万
全
で
は
な
か
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。
序
幕
〜
七
幕
目
ま
で
半
四
郎
が
務
め
る
の
は
権
八
役
の
み
で

あ
り
、
三
幕
目
鈴
ヶ
森
の
他
に
は
そ
れ
ほ
ど
目
立
っ
た
場
は
な
い
。
は
じ
め
は

序
幕
〜
七
幕
目
ま
で
の
上
演
と
し
て
、
半
四
郎
の
出
番
を
で
き
る
だ
け
は
ず
し
、

替
わ
り
に
中
盤
、
五
〜
七
幕
目
の
出
番
を
源
之
助
に
あ
て
た
の
で
あ
っ
た
。
結

果
、
こ
の
三
幕
に
源
之
助
の
見
せ
場
が
集
中
し
た
の
で
あ
る
。

（
４
）
八
幕
目
「
山
谷
堀
船
宿
の
場
・
船
中
の
場
」

前
述
し
た
よ
う
に
、
八
幕
目
・
九
幕
目
・
大
切
敵
討
の
場
は
、
四
月
下
旬
か

ら
病
気
で
休
座
し
た
半
四
郎
の
回
復
を
待
ち
、
五
月
か
ら
増
補
さ
れ
た
場
面
で

あ
る
。
こ
の
場
は
先
行
作
の
亀
山
仇
討
も
の
の
登
場
人
物
を
用
い
、
書
き
下
ろ

し
で
お
ま
つ
（
半
四
郎
）、
水
右
衛
門
（
幸
四
郎
）
の
立
廻
り
が
見
せ
場
と
な
る
。

鵜
飼
伴
子
氏

（
注
16
）

は
、
先
行
作
で
は
古
風
で
控
え
め
な
女
性
で
あ
っ
た
お
ま
つ
が
、

水
右
衛
門
に
果
敢
に
立
ち
向
か
う
勝
気
な
性
格
に
書
き
替
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、

半
四
郎
の
芸
風
が
反
映
さ
れ
た
の
だ
と
論
じ
て
い
る
。
次
の
幕
で
権
八
・
長
兵

衛
を
演
じ
る
半
四
郎
、
幸
四
郎
が
相
対
し
て
立
廻
り
を
み
せ
る
と
こ
ろ
に
も
対

照
的
な
面
白
さ
が
あ
り
、
ま
た
、
源
之
丞
の
か
く
し
妻
お
松
と
い
う
設
定
は
そ

の
後
、
同
じ
く
南
北
作
の
「
霊
験
亀
山
鉾
」
に
も
引
き
継
が
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。四

月
初
日
以
前
に
八
幕
目
の
構
想
は
で
き
て
お
り
、
そ
れ
を
い
ち
早
く
伝
え

た
の
が
、
四
月
に
出
た
辻
番
付
で
あ
る
。
辻
番
付
の
挿
絵
〔
図
２
〕
に
は
曽
我

の
対
面
と
六
幕
目
の
親
子
の
別
れ
、
七
幕
目
の
大
音
寺
前
の
場
、
そ
し
て
八
幕
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目
の
船
宿
の
場
と
船
中
の
場
が
描
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、〔
図
３
〕
の
部
分
は
、

絵
本
番
付
、
台
帳
に
は
な
い
。
船
上
で
の
場
面
で
あ
る
か
ら
、
八
幕
目
と
何
ら

か
の
関
連
を
持
っ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
五
月
の
上
演
時
に
は
こ
の
部

分
を
削
除
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
削
除
さ
れ
た
部
分
、
紋
か
ら
確
認
す
る

と
お
そ
ら
く
田
之
助
、
彦
三
郎
、
栄
三
郎
、
源
之
助
、
も
し
く
は
四
郎
五
郎
あ

た
り
の
出
番
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
推
論
に
す
ぎ
な
い
が
、
当
初
、

五
・
六
幕
目
に
あ
た
る
嫁
切
の
部
分
は
、
お
松
殺
し
の
八
幕
目
と
組
み
合
わ
さ

っ
て
お
り
、
田
之
助
演
じ
る
お
つ
ま
と
半
四
郎
演
じ
る
お
松
が
船
上
で
殺
さ
れ

る
場
面
を
対
称
的
に
演
じ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
半
四
郎
の
病
に
伴
い
、
そ

の
部
分
の
み
を
切
り
離
し
、
五
幕
目
、
六
幕
目
の
「
嫁
切
り
」
の
場
面
を
新
た

に
仕
立
て
、
当
初
か
ら
予
定
し
て
い
た
、
文
蔵
、
文
右
衛
門
の
親
子
別
れ
の
場

面
に
繋
げ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
裏
付
け
る
資
料
は
他
に
残
さ
れ
て
は
い
な
い

が
、
半
四
郎
の
病
の
た
め
に
、
急
遽
仕
組
み
の
変
更
が
あ
っ
た
こ
と
は
十
分
考

え
ら
れ
る
。
あ
る
役
者
の
見
せ
場
を
一
部
分
の
要
素
と
し
て
捉
え
、
そ
れ
に
付

随
す
る
物
語
展
開
か
ら
「
幕
」
を
仕
立
て
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
見
せ
場
の
み
を

切
り
離
し
、
別
の
と
こ
ろ
に
繋
げ
て
新
た
な
幕
を
仕
立
て
る
と
い
う
こ
と
も
容

易
に
で
き
た
の
で
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
う
い
っ
た
緊
急
の
場
面
に
も

即
座
に
対
応
で
き
る
工
夫
が
作
者
に
求
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で

あ
ろ
う
。

（
５
）
九
幕
目
「
花
川
戸
長
兵
衛
家
の
場
」
〜
大
切
敵
討
の
場

九
幕
目
は
長
兵
衛
が
我
が
子
長
松
を
俎
板
の
上
に
の
せ
、
敵
閑
心
に
切
ら
せ

よ
う
と
す
る
場
面
が
あ
る
。
先
行
作
品
で
は
寛
政
十
一
年
〈
一
七
九
九
〉「
江
戸

紫
男
鑑
」
に
長
兵
衛
が
俎
板
を
使
う
演
出
が
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
時
は
息
子
を

切
ら
せ
る
と
い
う
展
開
で
は
な
か
っ
た
。
享
和
三
年
〈
一
八
〇
三
〉
幡
随
院
長

兵
衛
精
進
俎
板
は
、
題
名
に
も
長
兵
衛
と
俎
板
が
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
が
、

息
子
役
に
該
当
す
る
役
名
は
な
く
、
絵
本
番
付
に
も
俎
板
の
場
面
は
な
い
。
権

八
・
長
兵
衛
の
筋
で
こ
の
展
開
が
み
ら
れ
る
の
は
管
見
の
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
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本
作
が
最
初

（
注
17
）

で
あ
る
。

「
霊
験
曽
我
籬
」
で
長
兵
衛
の
伜
長
松
を
演
じ
る
の
は
岩
井
松
之
助

（
注
18
）

で
、
権
八

演
じ
る
五
代
目
半
四
郎
の
次
男
で
あ
っ
た
。
歳
は
数
え
で
六
つ
に
な
る
時
分
で

あ
る
。
そ
の
後
、
文
政
十
一
年
〈
一
八
二
八
〉
三
月
市
村
座
「
不
負
江
戸
男
組

板
」
で
は
、
後
に
八
代
目
団
十
郎
に
改
名
す
る
ゑ
び
蔵
（
当
時
五
歳
）
が
長
松

を
演
じ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
看
板
役
者
の
子
息
を
起
用
し
た
。
将
来
有
望
な

子
方
の
お
披
露
目
の
意
味
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
先
行
に
あ
っ
た
長
兵
衛

の
俎
板
の
場
面
を
子
方
の
活
躍
場
と
し
、
趣
向
に
変
化
を
も
た
せ
た
の
で
あ
る
。

で
は
今
一
度
、
全
体
の
構
造
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
場
面
ご
と
に
見
せ
場

が
あ
り
、
観
客
を
飽
き
さ
せ
ず
、
さ
ら
に
は
役
者
の
個
性
を
活
か
し
て
い
る
。

治
助
の
「
傾
城
吾
妻
鑑
」
な
ど
に
み
る
よ
う
に
、
す
で
に
先
行
し
て
亀
山
、
権

八
の
筋
を
綯
交
ぜ
に
し
た
も
の
は
上
演
さ
れ
て
い
た
が
、「
実
は
」
で
世
界
が
結

節
す
る
綯
交
ぜ
の
糸
を
ふ
り
ほ
ど
き
、
場
面
ご
と
に
見
せ
場
を
お
き
、
役
者
の

持
ち
場
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
置
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
各
幕
ご
と
の
物
語
の

連
続
性
に
つ
い
て
は
さ
ほ
ど
重
要
視
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
え
る
。

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
幕
を
意
識
的
に
繋
ぐ
工
夫
も
な
さ
れ

て
い
る
。
例
え
ば
、
八
幕
目
で
は
小
紫
の
兄
助
八
が
、
源
之
丞
妻
お
松
を
世
話

し
て
い
る
と
い
う
設
定
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
以
前
源
之
丞
に
召
使
い
と
し

て
奉
公
し
て
い
た
お
時
は
、
現
在
幡
随
長
兵
衛
の
妻
で
、
路
用
の
二
百
両
を
工

面
す
る
と
い
う
場
面
が
あ
る
。
す
で
に
三
幕
目
で
長
兵
衛
の
台
詞
「
そ
の
石
井

と
は
、
た
し
か
女
房
の
つ
と
め
た
女
中
の
名
は
お
松
、
そ
の
か
く
れ
家
は
あ
か

し
町
、
か
こ
つ
た
旦
那
の
め
う
じ
も
石
井
」
に
も
あ
る
が
、
長
兵
衛
女
房
お
時

が
以
前
は
お
松
の
召
使
い
で
あ
り
、
助
八
が
小
紫
の
兄
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

権
八
の
筋
と
、
石
井
家
の
仇
討
が
再
び
結
び
つ
け
ら
れ
る
。

同
じ
く
八
幕
目
冒
頭
で
は
、
七
幕
目
の
大
音
寺
前
で
討
た
れ
た
非
人
助
市
が

親
の
敵
を
狙
う
石
井
一
家
の
も
の
で
あ
る
と
大
家
源
兵
衛
が
語
る
。
つ
づ
く
お

ま
つ
と
源
之
丞
の
台
詞
の
中
で
も
、
助
市
を
殺
し
た
の
は
助
市
の
弟
権
八
で
は

な
い
か
と
の
疑
い
が
語
ら
れ
る
。
非
人
の
助
市
殺
し
は
、
次
の
九
幕
目
で
権
八

が
自
害
す
る
契
機
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
石
井
家
の
登
場
人
物
に
語
ら
せ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
二
つ
の
筋
が
結
節
す
る
た
め
の
接
点
を
作
っ
て
い
る
。

た
だ
し
、
以
上
の
展
開
は
、
台
詞
に
よ
っ
て
の
み
語
ら
れ
る
だ
け
で
、
実
際

に
長
兵
衛
の
妻
お
時
と
お
松
が
出
会
う
場
面
な
ど
一
切
な
い
の
で
あ
る
。
台
詞

や
手
紙
に
か
か
れ
た
内
容
が
状
況
を
説
明
す
る
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
人
物

同
士
が
直
接
結
び
つ
く
こ
と
は
な
く
、
個
々
の
幕
の
独
立
性
は
保
た
れ
て
い
る
。

物
語
を
通
し
て
み
て
い
る
と
、
台
詞
を
聞
く
者
の
イ
メ
ー
ジ
の
中
で
の
み
、
場

面
が
結
び
つ
け
ら
れ
、
広
が
り
を
見
せ
る
が
、
そ
れ
ら
が
全
く
わ
か
ら
な
く
と

も
、
そ
の
幕
の
見
せ
場
は
十
分
に
楽
し
め
る
。
各
幕
の
見
せ
場
を
尊
重
し
、
登

場
人
物
を
交
錯
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
か
つ
間
接
的
に
物
語
を
連
続
さ
せ
て
い
く

と
こ
ろ
に
本
作
に
お
け
る
南
北
の
作
劇
法
の
特
徴
が
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。

二
、

三
幕
目
「
鈴
ヶ
森
」
は
、「
霊
験
曽
我
籬
」
が
初
出
で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
鈴
ヶ
森
の
決
定
版
に
な
っ
た

（
注
19
）

と
の
評
価
が
あ
る
。
先
行
作
に
あ
る
場
面
を

利
用
し
な
が
ら
も
、
そ
こ
に
は
南
北
独
自
の
作
意
が
あ
っ
た
の
だ
と
想
像
で
き

る
。
本
章
で
は
そ
の
「
鈴
ヶ
森
」
を
と
り
あ
げ
、
南
北
の
工
夫
を
読
み
取
っ
て

み
た
い
。

「
鈴
ヶ
森
」
で
は
、
駕
籠
の
棒
の
先
に
提
灯
を
提
げ
て
出
て
き
た
長
兵
衛
が
、

内
よ
り
権
八
の
立
ち
ま
わ
り
を
じ
っ
と
窺
っ
て
お
り
、
そ
の
後
提
灯
を
さ
げ
て

権
八
に
近
づ
い
て
い
く
と
い
う
場
面
が
あ
る
。
そ
の
出
合
い
の
場
が
絵
画
資
料

に
好
ん
で
描
か
れ
た
。
注
目
す
べ
き
は
、
そ
の
構
図
が
一
定
の
形
式
で
継
承
さ

れ
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

「
霊
験
曽
我
籬
」
に
先
行
す
る
寛
政
三
年
〈
一
七
九
一
〉
江
戸
中
村
座
「
二
代
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源
氏
押
強
弓
」
の
四
代
目
幸
四
郎
演
じ
る
長
兵
衛
を
描
い
た
役
者
絵
〔
図
４
〕

が
残
っ
て
い
る
が
、
後
ろ
手
で
口
に
提
灯
を
く
わ
え
た
図
に
な
っ
て
い
る
。
同

じ
構
図
が
、
享
和
三
年
〈
一
八
〇
三
〉「
幡
随
院
長
兵
衛
精
進
俎
板
」
絵
本
番
付

〔
図
５
〕
の
五
代
目
幸
四
郎
の
長
兵
衛
の
図
に
も
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
単
純
に

提
灯
を
提
げ
た
長
兵
衛
の
様
子
を
描
い
た
と
は
言
い
難
く
、
具
体
的
な
役
者
の
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〔図４〕
勝春朗画
寛政３年〈1791〉
江戸中村座
「二代源氏押強弓」
幡隋長兵衛<4>松本幸四郎
ボストン美術館蔵

〔図５〕
享和３年〈1803〉
江戸河原崎座
「幡隨長兵衛精進俎板」
絵本番付（部分）
幡隋長兵衛<5>松本幸四郎
日本大学総合学術情報セン
ター蔵
B803.N-08

〔図６〕
初代国貞画　文政４年〈1821〉京都四条南側芝居「江戸仕入侠安売」 白井権八<5>岩井半四
郎、幡随長兵衛<5>松本幸四郎　日本大学総合学術情報センター蔵　nihb73-050～051



動
作
を
伝
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
お
そ
ら
く
後
ろ
手
で
口
に
提
灯
を
く
わ
え

る
の
は
、
四
代
目
幸
四
郎
か
ら
演
じ
ら
れ
て
い
た
演
技
の
型
で
あ
り
、
そ
れ
が

五
代
目
幸
四
郎
へ
と
引
き
継
が
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
四
代
目
幸
四
郎
は

天
明
元
年
〈
一
七
八
一
〉
江
戸
市
村
座
「
室
町
殿
栄
花
舞
台
」、
天
明
八
年
〈
一

七
八
八
〉
江
戸
中
村
座
「
傾
城
吾
妻
鑑
」、
寛
政
三
年
〈
一
七
〇
一
〉
江
戸
中
村

座
「
二
代
源
氏
押
強
弓
」
で
長
兵
衛
を
演
じ
、
好
評
を
博
し
た
。
そ
れ
は
五
代

目
幸
四
郎
へ
と
受
け
継
が
れ
、
享
和
三
年
〈
一
八
〇
三
〉
江
戸
中
村
座
で
治
助

の
「
幡
随
院
長
兵
衛
精
進
俎
板
」
を
だ
し
た
と
き
に
、
前
年
に
な
く
な
っ
た
四

代
目
幸
四
郎
の
追
善
と
し
て
、
五
代
目
が
親
譲
り
の
長
兵
衛
を
初
役
で
演
じ
て

い
る
。
そ
の
後
五
代
目
は
文
化
三
年
〈
一
八
〇
六
〉
江
戸
市
村
座
「
花
兄
幡
随

長
兵
衛
」
で
再
び
長
兵
衛
を
演
じ
て
お
り
、「
霊
験
曽
我
籬
」
ま
で
に
幸
四
郎
の

長
兵
衛
は
、
す
で
に
四
代
目
、
五
代
目
と
二
代
続
い
た
幸
四
郎
親
子
の
当
た
り

役
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
文
政
四
年
〈
一
八
二
一
〉
五
月
、
五
代
目
幸
四
郎
は
京

に
上
り
同
じ
く
半
四
郎
と
二
人
で
「
鈴
ヶ
森
」
を
演
じ
て
い
る
が
、
そ
の
時
の

役
者
絵
〔
図
６
〕
の
構
図
も
後
ろ
手
に
提
灯
を
く
わ
え
た
長
兵
衛
で
あ
る
。
つ

ま
り
、「
霊
験
曽
我
籬
」
以
降
も
五
代
目
幸
四
郎
は
そ
れ
以
前
の
型
を
用
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。

ま
た
、「
霊
験
曽
我
籬
」
絵
本
番
付
で
は
、
こ
の
場
面
を
〔
図
７
〕
の
よ
う
に

描
い
て
い
る
が
、
そ
の
構
図
は
す
で
に
、
寛
政
五
年
〈
一
七
九
三
〉
正
月
江
戸

河
原
崎
座
「
御
前
掛
相
撲
曽
我
」
の
絵
本
番
付
〔
図
８
〕
に
も
み
ら
れ
る
。
さ

ら
に
〔
図
９
〕〔
図
10
〕〔
図
11
〕
に
掲
げ
た
よ
う
に
同
じ
構
図
が
脈
々
と
絵
画

資
料
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
四
代
目
、
五
代
目
の
絵
画

資
料
に
何
ら
か
の
「
型
」
が
見
い
だ
せ
る
の
と
同
様
に
、
こ
れ
ら
の
類
型
的
な

図
様
は
偶
然
一
致
し
た
の
で
は
な
く
、
何
ら
か
の
役
者
の
動
き
に
規
定
さ
れ
る

演
技
の
形
式
を
伝
え
て
い
る
と
い
え
る
。
長
兵
衛
が
提
灯
を
も
っ
て
登
場
す
る

と
い
う
図
様
に
演
技
の
パ
タ
ー
ン
が
見
い
だ
せ
る
の
で
あ
る
。

で
は
な
ぜ
、
提
灯
を
も
っ
た
長
兵
衛
が
描
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
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〔図７〕
文化６年〈1809〉
江戸市村座
「霊験曽我籬」
絵本番付（部分）
日本大学総合学術
情報センター蔵
B809.I-04

〔図８〕
寛政５年〈1793〉
江戸河原崎座
「御前掛相撲曽我」
辻番付（部分）
日本大学総合学術情報
センター蔵
B793.Ka-01



か
。
こ
の
場
で
は
暗
闇
と
い
う
設
定
の
上
に
、
提
灯
の
使
い
方
が
演
出
の
鍵
と

な
っ
て
い
た
。
例
え
ば
「
霊
験
曽
我
籬
」
に
先
行
し
て
上
方
で
上
演
さ
れ
た

「
思
花
街
容
性

（
注
20
）

」
に
は
提
灯
を
効
果
的
に
用
い
る
場
面
が
あ
る
。
日
本
堤
で
の
殺

し
の
疑
い
を
か
け
ら
れ
、
追
わ
れ
る
身
の
権
八
は
、
鑓
持
に
姿
を
や
つ
し
て
い

る
。
伝
吉
に
襲
わ
れ
る
け
い
せ
い
幾
浦
を
助
け
る
際
、
権
八
を
狙
う
木
綿
屋
に

襲
わ
れ
、
立
廻
り
を
み
せ
る
。
そ
の
時
、
着
流
し
で
提
灯
を
下
げ
た
長
兵
衛
が

通
り
か
か
る
。
権
八
が
木
綿
屋
を
討
っ
た
と
こ
ろ
で
、
長
兵
衛
が
権
八
に
気
づ

き
、
権
八
の
刀
に
付
い
た
血
糊
を
み
て
、
長
兵
衛
が
ふ
っ
と
提
灯
を
消
し
た
と

こ
ろ
で
幕
に
な
る
。
す
で
に
こ
こ
で
提
灯
を
も
っ
て
出
る
長
兵
衛
と
い
う
設
定

が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
暗
転
の
効
果
と
し
て
も
提
灯
が
使
わ
れ
て
い
る
。
江
戸

で
は
、
前
掲
の
「
傾
城
吾
妻
鑑
」
の
幕
切
れ
で
、
提
灯
に
雪
が
落
ち
、
仕
掛
け

で
火
が
消
え
真
っ
暗
に
な
る
と
い
う
「
思
花
街
容
性
」
と
類
似
し
た
演
出
が
み

ら
れ
る
。
提
灯
を
持
つ
長
兵
衛
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
固
定
化
し
た
の
は
、
暗
闇

と
い
う
場
面
設
定
か
ら
、
舞
台
で
明
る
く
灯
る
提
灯
そ
の
も
の
が
印
象
的
な
小
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〔図９〕初代豊国画　文化８年〈1811〉江戸森田座「江戸紫流石男気」
白井権八<5>岩井半四郎、幡随長兵衛<5>松本幸四郎
早稲田大学演劇博物館蔵　101ｰ2254～2255

〔図10〕初代国貞画　文化13年〈1816〉江戸中村座「比翼蝶春曽我菊」
白井権八<7>市川団十郎、幡随長兵衛<5>松本幸四郎
早稲田大学演劇博物館蔵　101ｰ2259～2260



道
具
で
あ
っ
た
か
ら
に
違
い
な
い
。
そ
し
て
、「
霊
験
曽
我
籬
」
で
は
そ
の
提
灯

を
効
果
的
に
利
用
し
全
く
新
し
い
展
開
を
み
せ
て
い
る
。

長
兵
　
何
さ
、
こ
こ
が
江
戸
ッ
子
、
お
ん
に
は
き
せ
ぬ
。

ト
た
ゝ
み
し
て
う
ち
ん
を
持
、
ぶ
た
ひ
ま
へ
よ
き
所
迄
行
懸
り
、
以
前

の
手
紙
を
見
付
ヶ
取
り
上
げ
る
。
鉄
平
、
上
よ
り
伺
ふ
。

何
だ
、
手
紙
が
落
て
有
た
。

ト
て
う
ち
ん
に
て
見
る
。
権
八
そ
ば
へ
よ
り
見
て
、

権
八
　
何

く
、
石
井
右
内
を
せ
つ
が
ひ
な
し
、
同
家
中
赤
羽
根
五
郎
作
同

心
の
お
も
む
き
に
て
蛙
丸
の
太
刀
う
ば
ひ
立
の
き
候
は
藤
川
水
右
衛
門
。

ト
よ
ん
で
、

す
り
や
古
ほ
う
ば
ひ
右
内
殿
に
は
ア
ノ
藤
川
が
。

長
兵
　
そ
の
石
井
と
は
、
た
し
か
女
房
の
つ
と
め
た
女
中
の
名
は
お
松
、

そ
の
か
く
れ
家
は
あ
か
し
町
、
か
こ
つ
た
旦
那
の
め
う
じ
も
石
井
。

権
八
　
ス
リ
ヤ
源
之
丞
の
か
く
し
ず
ま
。

長
兵
　
モ
シ
そ
の
人
の

ト
状
を
み
て
、

子
細
は
し
か
と
相
わ
か
り
不
申
候
得
ど
も
、
老
人
本
庄
助
太
夫
を
や
み
打

に
打
る
は
い
ん
し
う
の
武
士
白
井
兵
左
衛
門
伜
と
ば
か
り
、
実
名
い
ま
だ

定
か
な
ら
ず
、

ト
ふ
り
か
え
り
、
権
八
と
顔
見
合
わ
せ
、
両
人
思
入
。

権
八
ど
の
ゝ
め
う
じ
も
た
し
か
。

ト
思
入
。
長
兵
衛
、
持
た
る
状
を
て
う
ち
ん
の
火
に
て
や
き
す
て
る
。
ぱ

つ
と
も
へ
上
る
。
権
八
こ
れ
に
て
、
ほ
つ
と
思
入
。

こ
れ
で
な
ん
に
も
白
井
氏
。

権
八
　
ア
武
士
に
も
及
ば
ぬ
。

ト
思
入
、
も
へ
た
る
状
の
火
か
げ
に
て
、
ま
へ
の
な
が
れ
へ
鉄
平
が
顔

う
つ
る
。
権
八
き
つ
と
見
付
、
手
は
や
く
エ
イ
ト
し
ゆ
り
け
ん
を
打
。

鉄
平
飛
居
り
、

鉄
平
　
権
八
か
。

ト
い
わ
ふ
と
す
る
を
、
権
八
、
一
ト
刀
に
切
た
を
す
。

長
兵
　
そ
ひ
つ
も
正
し
く
。

権
八
　
き
や
つ
ら
が
同
類
。

ト
長
兵
衛
、
て
う
ち
ん
を
差
出
し
、
立
身
に
て
、
鉄
平
が
き
ず
口
を
み
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て
、

長
兵
　
あ
つ
ぱ
れ
、
お
手
ぎ
わ
。

権
八
　
ゆ
る
り
と
江
戸
で
。

ト
血
刀
を
ぬ
ぐ
ふ
。
こ
れ
を
木
の
か
し
ら
、
両
人
よ
ろ
し
く
、

同
人
　
あ
ひ
ま
せ
う
。

ト
鉄
平
見
事
に
か
へ
る
。
権
八
、
刀
を
納
め
る
。
こ
の
と
た
ん
惣
方
、

よ
ろ
し
く
、

拍
子
幕

こ
こ
で
、
提
灯
は
「
手
紙
を
見
つ
け
る
」
と
い
う
重
要
な
役
割
を
果
た
し
、

さ
ら
に
そ
の
後
権
八
が
長
兵
衛
の
照
ら
す
提
灯
の
あ
か
り
で
、
権
八
が
手
紙
を

読
む
と
こ
ろ
に
も
用
い
ら
れ
る
。
こ
こ
で
権
八
が
拾
っ
た
手
紙
に
は
、
藤
川
水

右
衛
門
が
石
井
右
内
を
殺
し
、
蛙
丸
を
奪
い
逃
走
し
て
い
る
こ
と
、
長
兵
衛
の

女
房
が
、
以
前
石
井
源
之
丞
の
か
く
し
妻
お
松
に
奉
公
し
て
い
た
こ
と
、
さ
ら
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に
権
八
が
助
太
夫
を
殺
害
し
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
た
。
こ
の
段
階
で
、
石
井

家
の
仇
討
と
権
八
の
筋
が
結
び
つ
き
、
長
兵
衛
の
妻
が
偶
然
石
井
家
の
縁
の
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
長
兵
衛
は
権
八
の
身
の
上
を
瞬
時
に
察
知
す
る
の
で

あ
る
。
状
況
を
飲
み
込
ん
だ
上
で
、
長
兵
衛
が
手
紙
を
燃
や
し
て
し
ま
う
と
い

う
と
こ
ろ
も
、
う
ま
く
提
灯
が
使
わ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
仇
討
ち
の
発
端

の
二
つ
の
殺
人
、
人
物
の
関
係
な
ど
、
分
断
す
る
幕
を
つ
な
げ
る
た
め
の
役
割

を
新
た
な
演
出
の
中
に
盛
り
込
む
際
に
提
灯
を
小
道
具
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。

〔
図
12
〕〔
図
13
〕
に
み
る
よ
う
に
、
そ
の
後
再
演
時
に
も
同
様
の
内
容
が
引

き
継
が
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
ら
の
提
灯
を
手
紙
で
照
ら
す
長
兵
衛
の
構

図
は
〔
図
７
〜
11
〕
の
提
灯
を
も
っ
た
長
兵
衛
の
出
の
場
面
の
構
図
そ
の
ま
ま

で
あ
る
。「
霊
験
曽
我
籬
」
で
は
、
長
兵
衛
と
提
灯
と
い
う
類
型
的
な
構
図
を

「
鈴
ヶ
森
」
を
場
面
を
想
起
さ
せ
る
記
号
と
し
て
読
み
取
り
、
そ
の
形
を
積
極
的

に
利
用
し
、
話
の
中
身
を
が
ら
り
と
変
え
て
、
提
灯
を
持
っ
た
長
兵
衛
の
イ
メ

ー
ジ
に
新
た
な
意
味
を
も
た
せ
た
の
で
あ
る
。

特
に
、
先
行
作
に
お
い
て
こ
の
場
は
長
兵
衛
と
権
八
が
衆
道
関
係
に
な
る
と

こ
ろ
が
強
調
さ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
安
永
八
年
〈
一
七
七
九
〉
江
戸
肥
前
座

で
上
演
さ
れ
た
人
形
浄
瑠
璃
「

山
比
翼
塚

（
注
21
）

」
で
は
、
ま
だ
前
髪
で
見
目
麗
し

い
権
八
が
、
追
い
剥
ぎ
を
鈴
ヶ
森
で
縦
横
無
尽
に
切
り
裂
い
た
の
を
見
て
、
長

兵
衛
は
権
八
に
兄
弟
の
契
り
を
か
わ
し
た
い
と
告
げ
る
。
権
八
は
得
心
し
、
互

い
に
腕
を
切
り
、
血
を
盃
に
と
っ
て
血
酒
の
契
約
を
か
わ
す
。
天
明
八
年
〈
一

七
八
八
〉「
傾
城
吾
妻
鑑
」
で
も
長
兵
衛
が
権
八
を
江
戸
で
世
話
す
る
こ
と
を
約

束
し
互
い
に
袖
を
取
り
交
わ
す
と
い
う
場
面
が
あ
る
。
寛
政
五
年
〈
一
七
九
三
〉

江
戸
河
原
崎
座
「
御
前
掛
相
撲
曽
我
」
の
絵
本
番
付
に
は
鈴
ヶ
森
の
場
で
長
兵

衛
と
権
八
が
数
珠
と
印
籠
を
取
り
交
わ
す
挿
絵
〔
図
14
〕
が
描
か
れ
、
書
き
入

れ
に
「
長
兵
衛
ご
ん
八
と
兄
弟
の
ち
か
い
を
む
す
ぶ
」
と
あ
る
。
ま
た
、
同
年

上
方
の
大
坂
角
之
芝
居
で
上
演
さ
れ
た
「
平
井
権
八
吉
原
通
」
に
も
権
八
・
長

兵
衛
の
出
合
の
場
が
あ
る
が
、
絵
尽
の
挿
絵
〔
図
15
〕
で
は
権
八
と
長
兵
衛
が

兄
弟
の
誓
い
を
む
す
び
、
長
兵
衛
は
「
命
」
と
い
う
字
を
腕
に
彫
っ
て
い
る
。

一
方
、「
霊
験
曽
我
籬
」
で
は
、
先
行
の
衆
道
め
い
た
場
面
は
払
拭
さ
れ
て
お
り
、

長
兵
衛
と
権
八
の
出
合
い
は
手
紙
を
読
ま
せ
る
と
い
う
演
出
に
象
徴
さ
れ
る
よ

う
に
、
後
の
場
面
の
展
開
に
繋
が
る
伏
線
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。

第
一
章
で
み
た
よ
う
に
、
間
接
的
に
物
語
を
繋
げ
る
工
夫
と
し
て
、
こ
の
場

で
は
手
紙
を
用
い
た
。
そ
の
演
出
に
以
前
か
ら
定
着
し
て
い
た
提
灯
を
持
っ
た
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長
兵
衛
と
い
う
類
型
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
利
用
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
長

兵
衛
の
台
詞
に
「
そ
の
長
兵
衛
と
は
わ
し
が
親
父
で
ご
ざ
つ
た
が
、
八
年
跡
に

古
人
と
な
り
、
今
の
ば
ん
ず
ひ
長
兵
衛
は
、
ま
事
に
以
前
の
お
も
か
げ
ば
か
り
、

親
に
似
ぬ
子
の
無
口
気
ま
じ
め
」
と
あ
り
、
四
代
目
幸
四
郎
の
長
兵
衛
を
彷
彿

と
さ
せ
る
台
詞
が
あ
る
。
す
で
に
長
兵
衛
役
は
五
代
目
幸
四
郎
に
と
っ
て
は
先

代
か
ら
の
当
た
り
役
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
こ
は
、
幸
四
郎
の
得
意
芸
を
見
せ
る

こ
と
が
目
的
の
一
つ
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。〔
図
７
〜
11
〕
に
み
た
よ
う
に
、

「
霊
験
曽
我
籬
」
上
演
以
降
と
以
前
で
「
提
灯
を
持
っ
た
長
兵
衛
」
の
図
像
に
は

決
定
的
な
変
化
は
な
い
。「
霊
験
曽
我
籬
」
で
は
長
兵
衛
の
イ
メ
ー
ジ
を
大
幅
に

改
変
す
る
よ
う
な
演
出
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
幸
四
郎
の
得
意
芸
と

し
て
、
以
前
と
同
じ
演
技
の
パ
タ
ー
ン
を
積
極
的
に
用
い
な
が
ら
も
、
話
の
内

容
だ
け
を
全
く
別
の
も
の
と
し
た
と
こ
ろ
に
南
北
独
自
の
工
夫
が
あ
っ
た
の
で

あ
る
。

お
わ
り
に

南
北
が
活
躍
し
た
化
政
期
以
前
か
ら
、
江
戸
で
は
芝
居
を
作
る
に
あ
た
っ
て
、

立
作
者
、
二
枚
目
、
三
枚
目
と
そ
れ
ぞ
れ
複
数
の
作
者
が
書
場
を
分
担
す
る
こ

と
が
通
例
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
中
で
も
南
北
は
狂
言
の
仕
組
、
個
々
の
せ
り

ふ
に
並
な
ら
ぬ
こ
だ
わ
り
を
み
せ
、
細
か
い
注
文
を
つ
け
て
い
た
と
い
う
。

惣
じ
て
作
者
の
業
道
、
書
物
の
書
場
に
よ
っ
て
手
柄
有
る
ゆ
へ
、
仲
ケ
間
内

に
も
至
て
む
づ
か
し
き
も
の
。
南
北
の
作
者
の
時
は
、
此
高
下
に
か
か
わ
ら

ず
、
一
日
の
狂
言
の
筋
立
て
せ
り
ふ
ま
で
こ
と
ご
と
く
書
て
渡
ゆ
へ
、
骨
お

ら
ず
書
物
出
来
。
又
そ
の
し
さ
ゐ
は
、
狂
言
に
仕
組
有
て
、
せ
り
ふ
に
も
誂

へ
有
る
ゆ
へ
、
人
に
任
せ
て
は
我
が
心
に
合
ぬ
ゆ
へ
、
正
本
清
書
同
様
に
し

て
筋
書
を
渡
す
。（『
作
者
年
中
行
事

（
注
22
）

』）
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一
見
荒
唐
無
稽
に
み
え
る
よ
う
な
場
面
の
組
み
合
わ
せ
を
一
つ
の
戯
曲
に
収

束
さ
せ
る
と
こ
ろ
に
南
北
の
手
腕
が
発
揮
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、『
作
者
年
中
行

事
』
に
あ
る
よ
う
に
狂
言
の
仕
組
み
、
台
詞
に
は
細
心
の
注
意
を
は
ら
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。

一
鳳
が
「
入
組
た
る
出
し
物
」
と
評
価
し
た
よ
う
に
、
南
北
の
作
品
は
そ
の

複
雑
な
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
、「
秩
序
の
破
綻
」「
荒
唐
無
稽
」
と
評
さ
れ
る

場
合
も
あ
る
が
、「
霊
験
曽
我
籬
」
の
場
合
、
各
場
面
の
役
者
の
持
ち
場
な
ど
が

実
に
は
っ
き
り
と
区
別
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
は
、
全
体
を
俯
瞰
し
、
間
接
的

に
場
面
を
つ
な
い
で
い
く
よ
う
な
工
夫
も
な
さ
れ
て
お
り
、
狂
言
の
仕
組
に
は

明
確
な
意
図
が
あ
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
先
に
あ
る
イ
メ
ー
ジ
を
利
用
し
な
が

ら
、
観
客
を
裏
切
る
よ
う
な
仕
掛
け
を
仕
組
、
趣
向
に
施
し
、
お
ど
ろ
か
せ
る
。

そ
れ
は
、
元
禄
歌
舞
伎
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
芸
づ
く
し
で
役
者
の
見
せ
場
を

繋
ぎ
あ
わ
せ
た
よ
う
な
方
法
と
は
異
な
る
。
部
分
か
ら
全
体
へ
と
、
各
場
を
尊

重
し
な
が
ら
筋
を
一
本
化
す
る
、
作
品
全
体
を
見
渡
す
一
人
の
作
者
の
視
点
が

あ
っ
た
の
で
あ
る
。

注（
１
）

享
和
元
年
〈
一
八
〇
一
〉
刊
。
本
文
は
日
本
思
想
大
系
６
『
近
世
芸
道
論
』（
一
九

九
六
年
、
岩
波
書
店
）
に
拠
る
。

（
２
）

本
文
は
『
新
群
書
類
従
』
一
（
一
九
〇
六
年
、
国
書
刊
行
会
）
に
拠
る
。

（
３
）

郡
司
正
勝
「
転
換
期
の
戯
曲
」（『
岩
波
講
座
日
本
文
学
史
』
第
八
巻
、
近
世
「「
歌

舞
伎
」、
一
九
五
八
年
、
岩
波
書
店
）。

（
４
）

一
番
目
（
時
代
物
）、
二
番
目
（
世
話
物
）
と
一
日
の
興
行
を
二
部
制
に
書
き
分
け

る
と
い
う
方
法
も
あ
っ
た
。
寛
政
八
年
〈
一
七
九
六
〉、
上
方
か
ら
江
戸
に
下
っ
て

い
た
狂
言
作
者
並
木
五
瓶
が
一
番
目
を
「
曽
我
大
福
帳
」
二
番
目
を
「
隅
田
春
妓

女
容
性
」
と
し
て
、
ま
っ
た
く
別
な
作
品
で
独
立
さ
せ
た
の
が
そ
の
最
初
で
あ
る
。

（
５
）

鵜
飼
伴
子
「『
波
枕
韓
聞
書
』
論
―
『
天
竺
徳
兵
衛
韓
噺
』
と
『
彩
入
御
伽
艸
』・

『
阿
国
御
前
化
粧
鏡
』
の
間
―
」（『
四
代
目
鶴
屋
南
北
論
』
―
悪
人
劇
の
系
譜
と
趣

向
を
中
心
に
―
、
二
〇
〇
五
年
、
風
間
書
房
）。

（
６
）

文
化
元
年
〈
一
八
〇
四
〉
七
月
江
戸
河
原
崎
座
。

（
７
）

文
化
三
年
〈
一
八
〇
六
〉
六
月
江
戸
市
村
座
。「
天
竺
徳
兵
衛
韓
噺
」
の
再
演
。
鵜

飼
氏
の
著
書
（
注
７
参
照
）
に
台
帳
の
翻
刻
が
載
る
。

（
８
）

文
化
六
年
は
掛
け
持
ち
で
森
田
座
に
も
出
勤
し
、
松
助
の
一
世
一
代
と
し
て
六
月

に
「
阿
国
御
前
化
粧
鏡
」
を
出
し
て
い
る
。

（
９
）

森
山
重
雄
『
鶴
屋
南
北
綯
交
ぜ
の
世
界
』（
一
九
九
三
年
、
三
一
書
房
）。

（
10
）

日
本
戯
曲
全
集
第
十
巻
『
桜
田
治
助
集
』（
一
九
三
〇
年
、
春
陽
堂
）
所
収
本
文
に

拠
っ
た
。
底
本
の
所
在
は
不
明
。

（
11
）

三
浦
広
子
「
鶴
屋
南
北
に
お
け
る
脚
本
構
成
法
―
綯
交
―
」（「
国
語
国
文
研
究
」

37
、
一
九
六
七
年
）。

（
12
）

活
字
本
は
『
鶴
屋
南
北
全
集
』
第
二
巻
（
一
九
七
一
年
、
三
一
書
房
）
に
拠
っ
た
。

活
字
本
の
底
本
は
①
鈴
木
白
藤
、
伊
原
青
々
園
旧
蔵
演
劇
博
物
館
蔵
初
演
台
帳
、

②
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
、
③
渥
美
清
太
郎
校
訂
・
春
陽
堂
版
『
大
南
北
全
集
』

第
三
で
あ
る
。
①
は
、
序
幕
か
ら
六
幕
目
・
阿
部
川
中
嶋
村
の
場
の
返
し
前
ま
で

連
続
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
後
、
八
幕
目
・
山
谷
堀
船
宿
の
場
の
途
中
ま
で
の
部

分
が
欠
落
し
て
い
る
。
②
は
、
序
幕
か
ら
七
幕
目
、
吉
原
大
音
寺
前
の
場
ま
で
連

続
。
そ
れ
以
降
欠
落
。
よ
っ
て
、
底
本
は
第
一
を
①
演
博
本
と
し
、
①
の
演
博
本

の
欠
落
部
分
、
七
幕
目
は
国
会
本
と
渥
美
本
、
八
幕
目
山
谷
堀
船
宿
の
場
の
途
中

ま
で
は
渥
美
本
に
よ
っ
て
補
っ
て
い
る
。

（
13
）

権
八
役
の
五
代
目
半
四
郎
は
「
霊
験
曽
我
籬
」
が
初
役
で
あ
る
。
以
前
、
四
代
目

半
四
郎
が
寛
政
五
年
〈
一
七
九
三
〉
江
戸
河
原
崎
座
で
、「
御
前
掛
相
撲
曽
我
」

（
立
作
者：

増
山
金
八
）
で
権
八
を
演
じ
、
江
戸
で
女
形
が
権
八
を
演
じ
た
最
初
と

な
っ
た
。
し
か
し
、
絵
本
番
付
に
は
「
権
八
刀
の
え
ん
ぎ
の
た
め
と
う
ぞ
く
の
か

し
ら
と
な
る
」
と
あ
る
た
め
、
女
形
ゆ
え
に
、
権
八
の
立
廻
り
は
演
じ
ら
れ
な
か
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っ
た
可
能
性
が
高
い
と
い
え
る
。

（
14
）
「
霊
験
曽
我
籬
」
以
降
、
五
代
目
幸
四
郎
（
長
兵
衛
）、
五
代
目
半
四
郎
（
権
八
）

の
競
演
は
、
文
化
八
年
〈
一
八
一
一
〉
江
戸
森
田
座
「
江
戸
紫
流
石
男
気
」、
文
化

十
年
〈
一
八
一
三
〉
名
古
屋
若
宮
芝
居
「
契
情
東
亀
鑑
」、
文
化
十
年
〈
一
八
一
三
〉

江
戸
森
田
座
「
男
一
疋
達
引
安
売
」、
文
化
十
五
年
〈
一
八
一
八
〉
江
戸
中
村
座

「
幡
随
長
兵
衛
精
進
俎
板
」、
文
政
四
年
〈
一
八
二
一
〉、
京
都
四
条
南
側
芝
居
「
江

戸
仕
入
侠
安
売
」、
文
政
四
年
〈
一
八
二
一
〉
大
坂
中
の
芝
居
「
侠
詞
花
川
戸
」、

文
政
十
一
年
〈
一
八
二
八
〉
江
戸
中
村
座
「
不
負
江
戸
男
組
板
」、
天
保
四
年
〈
一

八
三
三
〉
江
戸
中
村
座
「
三
銀
杏
御
存
地
染
」
が
あ
る
。

（
15
）

渥
美
清
太
郎
、
日
本
戯
曲
全
集
十
五
巻
『
赤
穂
義
士
劇
集
』（
一
九
二
八
年
、
春
陽

堂
）
解
説
、
中
村
恵
「「
嫁
切
り
」
劇
の
成
立
―
『
霊
験
曾
我
籬
』
を
中
心
と
し
て
」

（『
雅
俗
』
６
、
一
九
九
九
年
）。
な
お
、『
系
統
別
歌
舞
伎
戯
曲
解
題
』
で
は
こ
の

五
〜
六
幕
の
「
嫁
切
り
」
は
登
場
人
物
を
小
稲
・
半
兵
衛
に
か
え
、
文
政
五
年

〈
一
八
二
二
〉
江
戸
市
村
座
「
時
鳥
雨
夜
盃
」、
文
政
九
年
〈
一
八
二
六
〉
江
戸
河

原
崎
座
「
花
雨
濡
嫁
入
」
で
も
上
演
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。（
渥
美
清
太
郎
『
系
統

別
歌
舞
伎
戯
曲
解
題
』
第
二
六
一
回
、『
芸
能
』
26
―

７
）。

（
16
）

鵜
飼
伴
子
「『
霊
験
曽
我
籬
』
論
―
南
北
の
「
亀
山
の
仇
討
」
物
狂
言
―
」（『
四
代

目
鶴
屋
南
北
論
』
―
悪
人
劇
の
系
譜
と
趣
向
を
中
心
に
―
、
二
〇
〇
五
年
、
風
間

書
房
）。

（
17
）

そ
の
他
の
作
品
で
我
が
子
を
俎
板
の
上
で
切
ら
せ
る
展
開
は
、
明
和
七
年
〈
一
七

七
〇
〉
二
の
替
大
坂
角
芝
居
初
演
の
並
木
正
三
作
「
東
山
殿
女
狩
」
に
あ
り
、
古

井
戸
秀
夫
氏
（
注
17
）
は
天
明
元
年
〈
一
七
八
一
〉
大
坂
角
の
芝
居
初
演
、
奈
河

亀
輔
作
「
大
願
成
就
天
下
茶
屋
聚
」
の
趣
向
の
流
用
だ
と
も
指
摘
し
て
い
る
。（
古

井
戸
秀
夫
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
第
六
巻
「
霊
験
曽
我
籬
」
解
説
、
一
九
八

五
年
、
岩
波
書
店
）。

（
18
）

後
の
初
代
岩
井
紫
若
（
七
代
目
岩
井
半
四
郎
）。

（
19
）

伊
原
青
々
園
「
鈴
ヶ
森
の
研
究
」(

『
演
芸
画
報
』
19
―

２
、
一
九
二
五
年)

。
な
お
、

伊
原
氏
は
江
戸
に
お
け
る
鈴
ヶ
森
の
初
出
が
安
永
八
〈
一
七
七
九
〉
年
森
田
座

「
江
戸
名
所
緑
曽
我
」
で
五
代
目
市
川
団
十
郎
が
権
八
、
初
代
仲
蔵
が
長
兵
衛
を
演

じ
た
時
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
実
際
に
当
時
の
役
割
番
付
に
も
記
載
が
あ
る
。
早

稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
に
は
一
番
目
大
詰
の
め
り
や
す
「
短
夜
」
の
正
本(

ト
13
―

４
４
８
―

１
０
６)

が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
団
十
郎
扮
す
る
白
井
権
八
実

は
鬼
王
丸
と
、
小
佐
川
常
世
扮
す
る
け
い
せ
い
小
紫
の
髪
梳
が
演
じ
ら
れ
た
こ
と

が
わ
か
る
。『
歌
舞
伎
年
表
』
に
は
「
白
井
権
八
狂
言
の
始
り
」
と
あ
り
、「
権
八

（
団
十
郎
）
助
六
の
や
つ
し
。
白
拍
子
の
千
蝶
（
松
助
）
意
休
の
や
つ
し
」
と
あ
る

が
、
そ
れ
以
上
の
内
容
に
つ
い
て
は
手
が
か
り
が
な
い
。
そ
の
時
鈴
ヶ
森
の
筋
に

あ
た
る
場
面
が
上
演
さ
れ
た
か
ど
う
か
、
現
在
残
さ
れ
る
資
料
か
ら
は
不
明
で
あ

る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

（
20
）

本
作
は
天
明
四
年
〈
一
七
八
四
〉
大
坂
角
之
芝
居
で
四
代
目
市
川
団
蔵
が
長
兵
衛
、

二
代
目
藤
川
八
蔵
が
権
八
を
演
じ
た
の
が
初
演
で
あ
る
。
こ
の
時
立
作
者
は
並
木

五
瓶
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
は
寛
政
八
年
〈
一
七
九
六
〉
大
坂
中
之
芝
居
、
享
和
元

年
〈
一
八
〇
一
〉
大
坂
竹
田
芝
居
、
享
和
三
年
〈
一
八
〇
三
〉
京
都
四
条
北
側
芝

居
で
再
演
さ
れ
、
享
和
三
年
で
は
再
び
四
代
目
団
蔵
が
長
兵
衛
を
演
じ
、
権
八
は

二
代
目
嵐
吉
三
郎
が
演
じ
た
。
同
じ
く
享
和
三
年
に
「
思
花
街
容
性
」
の
筋
で
絵

入
根
本
『
戯
場
言
葉
草
』
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
初
演
と
は
や
や
時
代
の
開
き
が

あ
る
が
、
根
本
の
内
容
と
同
様
の
幕
が
「
思
花
街
容
性
」
初
演
の
絵
尽
に
も
記
載

さ
れ
て
い
る
。
拠
っ
て
、
こ
の
幕
に
つ
い
て
は
初
演
時
分
の
内
容
を
と
ど
め
て
い

る
と
考
え
、
こ
こ
で
の
内
容
は
根
本
の
本
文
に
拠
っ
た
。

（
21
）

活
字
本
は
『
校
訂
風
來
山
人
傑
作
集
』（
一
九
八
四
年
、
博
文
館
）。
原
本
は
京
都

大
学
大
惣
文
庫
本
（
４
―

28
―

マ
91
）
を
用
い
た
。

（
22
）

嘉
永
元
年
〈
一
八
四
八
〉、
三
升
屋
二
三
治
著
。
本
文
は
『
珍
書
刊
行
会
叢
書
』
第

四
冊
（
一
九
一
五
年
、
珍
書
刊
行
会
）
所
収
本
文
に
拠
っ
た
。
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[

付
記]

本
文
中
、
人
権
意
識
上
不
適
切
な
表
現
を
用
い
て
い
る
箇
所
が
あ
る
が
、
近
世
演
劇
に
お

け
る
固
有
名
と
し
て
捉
え
、
内
容
を
明
確
に
論
ず
る
た
め
に
も
、
当
時
の
意
識
の
ま
ま
に
表

記
し
た
。

な
お
、
本
稿
は
平
成
二
十
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
特
別
研
究
員
奨
励
費
）
に
よ
る
研

究
の
一
部
で
あ
る
。
図
版
掲
載
の
ご
許
可
を
賜
っ
た
日
本
大
学
総
合
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
、

早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
、
大
阪
府
立
大
学
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
図
書

館
を
は
じ
め
、
資
料
の
閲
覧
に
ご
高
配
を
賜
っ
た
諸
機
関
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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